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現在までの調査の概要

　川
かわむきひがしがいつ

向東貝津遺跡は、標高約 375mを測る境川（豊川の支流）右岸の河岸段丘面上にあります。調査区周辺に残る石
垣は近世末から明治時代に拓かれた棚田の名残で、その後は植林によるスギ林として利用されてきました。
　発掘調査は国土交通省の設楽ダム事業にともなうものです。これまでに、平成 16年度の愛知県教育委員会による試
掘調査および平成 18年度の愛知県埋蔵文化財センターによる範囲確認調査で縄文時代の遺構と遺物が確認されていま
す。さらに、平成 22年度には同じく愛知県埋蔵文化財センターによって 384㎡の発掘調査がおこなわれ、縄文時代後
期初頭の埋

うめがめ

甕のほか、礫の入った土坑などが確認されています。
　今回の調査は前回調査の南側の平坦面で、6月初旬より 2,740㎡の調査区を東西二つに分割しておこなっています。

今回の調査における主な遺構と遺物

　これまでの調査で、縄文時代草創期にまでさかのぼる有
ゆうぜつせんとうき

舌尖頭器や木
もくようけいせんとうき

葉形尖頭器（槍の先）、打
だせ い せ き ふ

製石斧（土掘り具）
などが、遺跡の基盤面である黄褐色土中から出土しています。これらはおそらく本遺跡の北の丘陵上に位置する大

おおはた

畑遺
跡より地滑りなどの地形変化で流れ込んできたものと考えています。
　次いで縄文時代中期前半から中期後半にかけての竪

たてあなたてもの

穴建物を５棟確認しています。このうち建物１と建物２では、中
央に石

いしがこいろ

囲炉がみつかっています。縄文時代中期の竪穴建物は、愛知県内では類例が少なく、きわめて貴重な遺構です。
　また、建物２に重なって、縄文時代後期の埋甕があります。もともとは竪穴建物にともなっていたものと考えていま
すが、後世の地形改変によって竪穴建物本体は削られてしまったようです。
　このほか、時期はまだ確定できませんが、縄文時代とみられる陥

おとしあな

穴が 3基あります。
　現在はまだ、調査区全体の西側半分を開けただけですので、これからまだまだ重要な遺構や遺物が出てくるものと期
待しています。
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